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令和 8 年度 第 1 回常任理事会議事録 

 

日 時：令和８年 6 月 11 日（木）19：00 ～  Zoom オンライン  

出席者：秋峯会長、山口副会長、原副会長、米沢理事長、池上副理事長、坂中総務委員長、松本競技委員長、 

濱田強化委員長、山本審判委員長、甲斐委員長、吉原副委員長、釣川副委員長  計 12 名 

欠席者：寺田ビーチ委員長 

【議長】米沢理事長 【書記】釣川副委員長 

 

秋峯会長の挨拶の後、議事に入った。  

 

1．【報告事項】  

総務委員会（坂中総務委員長）  

・ 学連登録チーム状況（6 月末時点）の報告があった。男子 36 チーム、女子 32 チーム、計 68 チームであった。 

 

競技委員会（松本競技委員長）  

・ 春季男女 1 部リーグ結果報告、春季男女チャレンジマッチの結果報告があった。 

・ 令和 8 年度連盟事業計画について報告があった。大きな変更点はなし。 

 

強化委員会（濱田強化委員長）  

・ 女子セレクションキャンプの開催日程（7 月 18 日～20 日）および参加者名簿について報告があった。 

・ 「KYUSHU VOLLEYBALL CHALLENGE 2026」について報告があった。 

⇒7 月 4 日・5 日、サロンパスアリーナにて開催。SAGA 久光スプリングス、フォレストリーヴズ熊本、カノアラ

ウレアーズ福岡、福岡ギラソール、鹿屋体育大学が参加し交流戦を行う。 

 

審判委員会（山本審判委員長）  

・ 公認審判員認定講習会（3 月、えびの市）の実施について報告があった。チャレンジマッチに参加する大学から

の参加者が少なく、今後学連主催の講習会だけでは間に合わない状況である。 

⇒各県バレーボール協会主催の審判講習会実施を要請中である。来年度の男子チャレンジマッチに向けて、講習

会を受講するよう学生へ周知する工夫が必要である。 

・ 九州大学ビーチバレーボール男女選手権大会の審判派遣について報告があった。これまで開催県に依頼してい

たが、1 部リーグ戦と同様に審判の依頼をかけるよう変更した。また、謝金も 1 部リーグ戦の規程と同額を支払

うこととした。 

 

ビーチ委員会（代理：坂中総務委員長）  

・ 九州大学ビーチバレーボール男女選手権大会の日程と概要について報告があった。 

 

代表委員会（甲斐委員長）  

・ 特になし  

 

2．【審議事項】 

総務委員会（坂中総務委員長）  

・ 令和 7 年度九州大学バレーボール連盟一般会計・特別会計の決算報告があった。 
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⇒一般会計において JVIMS 用のパソコンを男女で 1 台ずつ購入した。今後もう 1 台を購入する場合は、男女それ

ぞれの 1 部リーグ運営費から支出することで了承された。 

⇒特別会計において、収入額より支出額が大きいため今後検討が必要であろう。（米沢理事長） 

 

競技委員会（松本競技委員長）  

・ 女子チャレンジマッチ参加チーム数の変動により、トーナメント方式を変更することについて説明があった。 

会場が 3 面の場合は 15 チームがトーナメント進出、4 面の場合は 16 チームのトーナメント進出も可能。 

⇒秋季女子の福岡は 3 面のため、現状通りの取り扱いで行う。 

⇒今後、「15 チーム以下の参加であれば、全チームトーナメント進出あり」旨の文言を開催要項に記載する。 

・ 棄権チームの参加費の取り扱いについて審議がなされた。 

⇒原則返金なし。今後、「返金はしない」旨の文言を開催要項に記載することで了承された。 

・ ソックスによる没収セット発生に関して審議がなされた。 

⇒没収にするのか、当該選手をコートから出すのか、または注意喚起で留めるのかは、1 部リーグ（強化の観点）

とチャレンジマッチ（普及の観点）では対応を変えてもよいのではないか。ただし、「アンクルソックスは禁止」

は統一し、代表者会議での注意喚起は徹底する。 

 ⇒学連として「統一すること」の共通認識が大事である。誰かに見つかったらダメ、見つからなかったら OK と

いうのではいけない。誰がいつ見ても統一できていれば問題は発生しない、という学連としての取り組みがで

きていてほしい。（原副会長） 

 

強化委員会（濱田強化委員長）  

・ 男子の学連対抗戦メンバー・スタッフについて説明があり了承された。 

・ 男女学連対抗戦の選手個人負担額の軽減に関して依頼があった。⇒依頼は後日取り下げられた。 

 

審判委員会（山本審判委員長）  

・ 公認審判員認定講習会の学生の受講に向けて、周知に対する協力依頼がなされた。 

 

ビーチ委員会（代理：坂中総務委員長）  

・ 特になし  

 

代表委員会（甲斐委員長）  

・ 特になし  

 

その他  

・ 大会遠征時の移動における安全対策・管理（通知）について共有された。 

・ チャレンジマッチの代表者会議には 1 部チームは出席しないため、会場使用上の注意などの情報が 1 部チーム

へ共有されていない事案があった。代表者会議での重要事項等は 1 部チームへ共有することを徹底する。 

・ 男子 1 部優勝旗の旗立てスタンドがない。男子 1 部優勝杯の箱が古い。 

⇒一般会計で購入する。今後紛失した場合は当該チームに負担してもらうこととする。 

・ 男子1部リーグの試合結果速報をその日のうちにSNSであげてほしい。より感心を持ってもらうための工夫を、

1 部リーグ運営委員全員が協力して取り組むこと（男子 1 部の今後の課題）。 

 

山口副会長と原副会長の挨拶で閉会した。 

文責：坂中美郷 


